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申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑

¡
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
源
泉
徴
収
票

¡
営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は
収
入
の

明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る
も
の

¡
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料
控
除
な

ど
を
受
け
る
人
は
、
保
険
の
支
払
証
明
書

が
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
障
害
者

手
帳
が
必
要

☆
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上
旬
に
税

務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
が
昨
年
度
の
実
績
で

抽
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が

あ
る
の
に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。も
し
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

役
場
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
せ
ん
。

①
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
）
さ
れ
て
い
る
人
で
引
き

続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

（（（（
村村村村
税税税税
））））
前前前前
納納納納
報報報報
奨奨奨奨
金金金金
制制制制
度度度度

のののの
廃廃廃廃
止止止止

１
月
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お

り
、
平
成
15
年
度
ま
で
、
村
・
府
民
税
、
固

定
資
産
税
の
納
付
を
そ
れ
ぞ
れ
第
１
期
の
納

期
内
に
全
額
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
前
納
報
奨

金
を
差
し
引
い
た
額
で
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
よ
り
こ
の
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

◆
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
に

つ
い
て

平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
15
日
ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し
、
早
め

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
の
提
出
は
、
簡
単
・
便
利
・
ス
ピ

ィ
ー
デ
ィ
ー
な
「
郵
送
」（
申
告
書
控
え
に

収
受
印
が
必
要
な
人
は
返
信
用
封
筒
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
付
の
う
え
送

付
）
を
、
納
税
は
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
・

中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申
告
を
さ
れ
る
人
の

申
告
書
の
受
け
付
け
お
よ
び
記
載
指
導
を
２

月
２
日
b
か
ら
税
務
署
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
16
日
b
か
ら
３
月
15
日
b

ま
で
は
、
役
場
税
務
課
で
も
受
け
付
け
ま

す
。た

だ
し
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
譲
渡
所
得
、
山
林
所
得
、
災
害

2

月　　日 時　　間 場　　所

申　告　受　付 ２月16日b～ 午前９時～分 役場税務課
期　　　　　間 ３月15日b 午後５時30分

２月17日c
午後１時30分 千　早　老　人
～午後３時 憩　い　の　家

出　張　申　告
２月18日d

午前10時～分 大阪南農協
受　　付　　日 午後３時 旧千早支店

２月19日e
午前10時～分 いきいきサロン
午後３時 やまゆり（小吹台）

村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）

村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）

申告受付日程

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

１

3

2
村
・
府
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早
赤
阪
村

に
住
ん
で
お
り
、
次
の
2
以
外
の
人
で
、
昨

年
１
年
間
（
平
成
15
年
１
月
〜
12
月
）
に
収

入
の
あ
っ
た
人

申
告
書
は
、
公
営
住
宅
の
申
し
込
み
、
就

園
奨
励
費
の
補
助
、各
種
融
資
の
所
得
証
明
、

私
立
高
校
の
授
業
料
の
軽
減
申
請
、
国
民
健

康
保
険
料
の
算
定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
学
生
、
病
気
、
家
事
手
伝
い
な

ど
で
無
職
、
無
収
入
で
あ
っ
て
も
、
申
告
が

な
い
と
非
課
税
証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
な

い
た
め
、
証
明
書
を
必
要
と
す
る
融
資
や
補

助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入
が
な

く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

¡
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

（
納
税
相
談
の
結
果
、
確
定
申
告
の
必
要

が
な
く
な
っ
た
人
は
、
村
・
府
民
税
の
申

告
の
み
必
要
）



¡
開
設
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
で
す
が
、
来
所
者
が
多
数
の

場
合
は
午
前
中
の
早
い
時
間
に
相
談
受
け
付

け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

¡
○
印
の
日
は
、
確
定
申
告
前
の
還
付
申
告

専
用
の
相
談
日
で
す
。

◆
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

◎
４
月
か
ら
総
額
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◎
個
人
事
業
者
は
、
平
成
17
年
分
確
定
申
告

か
ら

◇
事
業
者
免
税
点
の
引
き
下
げ

「
３
、０
０
０
万
円e

１
、０
０
０
万
円
」

◇
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引
き
下
げ

「
２
億
円e
５
、
０
０
０
万
円
」

＊
課
税
期
間
特
例
を
選
択
し
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
。

◎
平
成
17
年
分
は
、そ
の
基
準
期
間
で
あ
る
平

成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
で
判
定
し
ま
す
。

◆
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、
税
務

相
談
、
税
務
書
類
の
作
成
は
、
税
理
士
の
資

格
の
な
い
人
が
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
時
期
に
は
、
税
金
の
申
告
手

続
き
な
ど
を
税
理
士
に
依
頼
さ
れ
る
機
会
が

多
い
こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
の
資
格
の

な
い
人
が
申
告
書
の
作
成
な
ど
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、
税
理

士
法
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼
し
た

納
税
者
に
も
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
　
1
@4
３
２
８
１

〒
５
８
４
―
０
０
２
５
　
富
田
林
市
若
松

町
西
２
丁
目
１
６
９
７
―
１

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
廃
車
・
名
義
変
更
〉

す
で
に
廃
車
や
譲
渡
な
ど
を
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
い

つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
業
者
に
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
た
場

合
で
も
、
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
が
済
ん

で
い
る
か
ど
う
か
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
住
所
変
更
〉

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
、
ま
た
他

市
町
村
に
住
所
移
転
し
た
場
合
に
は
住
所
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
に
つ
い
て
は
、
直
接

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
記
載
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
審
査
は
提
出
後
に
行
い
ま
す
の

で
、
後
日
訂
正
が
あ
る
場
合
は
税
務
署
よ
り

連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
確
定
申
告
無
料
相
談
所
の
開
設

富
田
林
税
務
署
は
、
近
畿
税
理
士
富
田
林

支
部
、
富
田
林
納
税
協
会
と
商
工
会
の
協
力

を
得
て
、
所
得
税
・
消
費
税
の
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

3

車　　種 手続きに必要なもの 手続き場所

原動機付自転車
（125'以下のもの）

小型特殊自動車

¡ナンバープレート
¡印鑑
¡原動機付自転車申告済書
（原動機付自転車販売証明書）

村 役 場 税 務 課

大阪陸運支局和泉自動車検査
登録事務所
和泉市上代町官有地
10725$13930

10725$13948（手続き案内）

軽自動車検査協会大阪主管事務
所和泉支所　堺市山田２丁190－3
1072（273）1561

¡ナンバープレート
¡印鑑
¡軽二輪車は軽自動車申告済書
二輪の小型自動車は自動車検査証

¡ナンバープレート
¡印鑑¡自動車検査証

軽　二　輪　車
（125'を越え

250'以下のもの）

二輪の小型自動車
（250'を越えるもの）

軽　自　動　車

相談会場 所　在　地 ２　月 ３　月

（社）富田林

納 税 協 会

富田林市若松町西
２－1702
（1 @50121）

23・25・26・27日

⑨・⑩・⑫・⑬・
16・17・18・19・
20・24日

④・⑤・⑩・⑫・
17・18・19・24・
25・26日

１・２・４・５・
８・９・10・11日

３日

２・３・４・
９・10・11日

富田林市粟ケ池町
2969－５
（1 @5 1101）

河内長野市昭栄町
７－３　
（1 %3 9900）

富 田 林

商 工 会 館

河内長野市

商 工 会 館

〈
廃
車
・
名
義
変
更
・
住
所
変
更
手
続
き
〉

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
、

名
義
変
更
、
住
所
変
更
の

手
続
き

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp：

//w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

】

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
税
金
が
自

動
計
算
で
き
る
ほ
か
、
税
務

署
提
出
用
の
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。



12
月
７
日
、
村
テ
ニ
ス
連
盟
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
側
面
に
村
体
育
協

会
前
会
長
の
岡
本
さ
ん
、
現
会
長
の

谷
さ
ん
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
が

参
加
し
、
テ
ニ
ス
連
盟
創
立
20
周
年

記
念
に
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
を
植
樹
し

ま
し
た
。

歳
末
助
け
合
い
募
金

歳
末
助
け
合
い
運
動
に
は
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
額

２
、０
２
１
、８
８
２
円

（
内
訳
）

戸
別
募
金
１
、９
７
４
、５
９
２
円

団
体
募
金

４
５
、０
０
０
円

募
金
箱

２
、２
９
０
円

こ
の
募
金
額
を
次
の
と
お
り
配
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
額

２
、０
２
１
、８
８
２
円

（
内
訳
）

身
体
障
害
者
・
児
見
舞
金

４
５
０
、０
０
０
円

知
的
障
害
者
・
児
見
舞
金
　

１
９
０
、
０
０
０
円

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
　

２
０
０
、
０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会

３
０
０
、
０
０
０
円

世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業

８
７
８
、
０
０
０
円

事
務
費

３
、
８
８
２
円

会
員
募
集
結
果
報
告

平
成
15
年
度
の
会
員
募
集
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
入
会
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
費
は
、
同
会
の
貴
重
な
自
主
財

源
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

賛
助
会
員

１
、４
２
６
人
　

８
６
１
、０
０
０
円

特
別
会
員

77
人
　３

３
１
、０
０
０
円

献
　
血

あ
な
た
の
献
血
で
、
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
献
血
の
輪
に

入
り
ま
せ
ん
か
。
献
血
は
あ
な
た
も

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
冬
か

ら
春
先
に
か
け
て
は
、
か
ぜ
な
ど
で

体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、
献
血
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
の
で
１
人
で
も
多

く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
７
日
a

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
小
牧
　
武
（
小
吹
68
―
606
）

金
１
０
０
、
０
０
０
円

亡
妻
久
子
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

「
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等
で
あ

る
戦
没
者
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金

等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
旧
軍
人
軍
属

な
ど
で
あ
っ
た
人
お
よ
び
そ
の
遺
族

の
皆
さ
ん
に
弔
慰
金
２
６
０
万
円
、

重
度
戦
傷
病
者
に
は
見
舞
金
な
ど
４

０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
　
３
月
31
日
d
ま
で

対
象
と
な
る
人

特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に
永
住

（
帰
化
さ
れ
た
人
を
含
む
）
な
ど
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
公
務
傷

病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和

16
年
12
月
８
日
以
後
死
亡
さ
れ
た

人
の
遺
族

②
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
降
公
務
傷

病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
重
度

障
害
の
状
態
に
あ
る
戦
傷
病
者

（
重
度
戦
傷
病
者
）

③
平
成
13
年
３
月
13
日
以
前
に
死
亡

さ
れ
た
重
度
戦
傷
病
者
の
遺
族

（
①
に
該
当
す
る
人
を
除
く
）

受
給
で
き
な
い
人

恩
給
法
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
な
ど
の
給
付
を
受
け
た
人

な
ど
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
福
祉
課

南
阪
奈
道
路
は
、
大
阪
府
中
南
部

地
域
と
奈
良
県
中
部
地
域
を
結
ぶ
延

長
17
d
の
道
路
で
す
。
全
線
開
通
記

念
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
21
日
a
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
30
分
〜

（
受
付
は
午
前
８
時
45
分
〜
）

受
付
場
所

近
鉄
南
大
阪
線
「
上
ノ

太
子
駅
」
南
側
駅
前
広
場

コ
ー
ス

①
西
コ
ー
ス

（
羽
曳
野
東
Ｉ
Ｃ
〜
美
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

ま
で
の
約
８
d
）

※
美
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
近
鉄
南
大
阪
線

「
河
内
松
原
駅
」
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
。

②
東
コ
ー
ス

（
羽
曳
野
東
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
称
）
當

麻
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約
８
d
）

※
（
仮
称
）
當
麻
Ｉ
Ｃ
か
ら
近
鉄
南

大
阪
線
「
当
麻
寺
駅
」
ま
で
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
。

※
両
コ
ー
ス
と
も
コ
ー
ス
の
状
況

に
よ
り
変
更
あ
り
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
付

３
月
15
日
b
（
必
着
）

定
員

５
、
０
０
０
人

費
用
　
５
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
参
加
証
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
参
加
希
望
の
人
は
①
ハ

ガ
キ
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
③
メ
ー
ル
で
、
希

望
コ
ー
ス
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
人
数
、「
ハ
イ
ウ
ェ

イ
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
参
加
」
を

記
入
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
団

体
の
場
合
は
、
代
表
者
名
（
中
学

生
以
下
の
人
数
）
も
明
記
。

申
込
先

①
ハ
ガ
キ
〒
５
８
５
―
８
５
０
１

役
場
建
設
課

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
1
&2
０
１
９
９

③
メ
ー
ル
　kensetsu@

vill.chih
ayaakasaka.osaka.jp

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
南
阪
奈
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
事
務
局
（
羽
曳
野
市
役
所

内
）
1
０
７
２
９
%8
１
１
１
１
㈹

4

20
周
年
記
念
に
植
樹

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

戦
没
者
お
よ
び
遺
族
の

皆
さ
ん
へ

南
阪
奈
道
路
開
通
記
念
事
業

甦
よ
み
が
え

る
平
成
の

竹
内
街
道
を
歩
く

〜
ハ
イ
ウ
ェ
イ
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
〜
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
本
や
ビ
デ
オ
は
、
く
す
の

き
ホ
ー
ル
の
図
書
室
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
は
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
土
、
日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
１
時
は

除
き
ま
す
。

休
み
は
、
月
曜
日
と
祝
日
、
年
末
年
始
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）
1
&2
１
３
０
０

◆
一
般
書

誰
か
　
　
　
　
　
　（
宮
部
み
ゆ
き
）

財
閥
会
長
の
運
転
手
・
梶
田
が
事

故
死
し
た
。
残
さ
れ
た
娘
の
相
談
役

に
指
名
さ
れ
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

彼
の
過
去
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
会

長
の
婿
・
三
郎
は
、
姉
妹
の
相
反
す

る
思
い
に
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
梶

田
の
人
生
を
た
ど
り
直
す
が
…
。

ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
の
旋
風

（
山
本
一
力
）

幕
末
御
用
盗
　
　
　
　
　（
津
本
陽
）

深
紅
　
　
　
　
　
　
　
　（
野
沢
尚
）

世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ

（
片
山
恭
一
）

忠
臣
蔵
釣
客
伝
　
　
　（
長
辻
象
平
）

失
は
れ
る
物
語
　
　
　
　
　（
乙
一
）

紺
極
ま
る
　
　
　
　（
長
野
ま
ゆ
み
）

ぼ
く
の
キ
ャ
ノ
ン
　
　（
池
上
永
一
）

転
が
し
お
銀
　
　
　
　（
内
館
牧
子
）

ナ
ン
バ
走
り
　
　
　
　（
矢
野
龍
彦
）

ぼ
く
の
小
鳥
ち
ゃ
ん
　（
江
國
香
織
）

黒
冷
水
　
　
　
　
　
　（
羽
田
圭
介
）

あ
の
世
こ
の
世
　
　（
瀬
戸
内
寂
聴
）

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ピ
ッ
グ

（
Ｋ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
）

ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ワ
ー
ル

（
Ｍ
・
ジ
ャ
ク
ボ
ヴ
ス
キ
ー
）

「
ぞ
う
の
バ
バ
ー
ル
」
も
の
が
た
り

（
高
輪
沙
羅
）

母
親
ゾ
ウ
の
死
。
一
風
変
わ
っ
た

絵
本
の
始
ま
り
方
に
は
、
母
か
ら
子

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
隠
さ
れ
て
い

た
。
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
の
子
ど
も
た

ち
に
贈
っ
た
最
高
の
作
品
と
い
わ
れ

る
バ
バ
ー
ル
シ
リ
ー
ズ
の
「
も
う
一

つ
の
」
物
語
。

◆
児
童
書

き
つ
ね
の
か
み
さ
ま（

あ
ま
ん
き
み
こ
）

□
　
新
刊
案
内
　
□

道路を車庫代わりに�
しないで�
道路を車庫代わりに�
しないで�
道路を車庫代わりに�
しないで�

冬
ざ
く
ら
歩
幅
の
水
を
越
え
に
け
り

落
葉
駈か

く
音
を
ひ
と
り
の
真
夜
の
背
戸

久

方

の

挨

拶

く

れ

し

尉

鶲

じ
ょ
う
び
た
き

白
旗
を
振
っ
て
師
走
の
道
通
す

み
な
冬
の
背
中
と
な
り
て
電
車
待
つ

落
葉
し
て
い
き
な
り
鯉
の
跳
ね
る
音

夕
暮
れ
の
深
き
と
こ
ろ
に
石
蕗
の
花

時
雨
し
て
布
袋
の
腹
を
濡
ら
し
け
り

逝
く
年
の
風
の
抜
け
ゆ
く
竹
林

友
あ
り
て
旨
き
酒
あ
り
一
茶
の
忌

里
山
に
そ
ぼ
降
る
雨
の
紅
葉
か
な

山

茶

花

の

白

き

一

輪

苔

畳

年
の
瀬
の
街
の
賑
は
ひ
こ
ひ
し
く
て

綿
虫
の
顔
の
高
さ
に
暮
れ
ゆ
け
り

阿
　
戸
　
敏
　
明

吉
　
岡
　
次
　
男

新
　
田
　
梅
　
邨

奥
　
野
　
千
　
秋

矢
　
倉
　
菜
　
女

彼
　
塚
　
富
久
子

尾
　
浦
　
美
佐
子

彼
　
塚
　
正
　
子

浦
　
　
　
千
恵
子

貝
　
長
　
　
　
徹

清
　
原
　
隆
　
雄

清
　
井
　
千
代
子

尾
　
谷
　
文
　
子

下
　
門
　
信
　
子

俳

句

コ

ー

ナ

ー

法定の駐車禁止場所以外でも、
道路を車庫代わりにすることは
駐車違反です。
また、めいわく駐車が原因で

緊急自動車が遅れたり、消火・
救助活動の妨げになります。
「ちょっと」のつもりの駐車

が、失わずにすんだかもしれな
い生命や財産を奪ってしまいま
す。マイカーは必ず駐車場へ駐
車しましょう。
〈問い合わせ〉総務課

月　日 行　事　名 定員 費用 申し込み・問い合わせ 電　話

２月１日a 金剛山樹氷祭り ― 無料 金剛山ロープウエイ 1&40128

２月11日-

15日a 自然の素材で工作 30人 300円 ちはや星と自然のミュージアム 1&40056

29日a

３月７日a
葉っぱ１枚でバッタ

15人 300円 ちはや星と自然のミュージアム 1&40056づくり

〈総合・問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

金剛山イベント案内�金剛山イベント案内�金剛山イベント案内�
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小吹台　庄 田　祐 一 さん
＜20歳　牡羊座＞

職業（学校）は・・・

宝塚造形芸術大学で彫金を勉強しています。

趣味は・・・

２年前からレゲエを聞くようになり、同じ趣

味の友だちとダンス（ライブ）によく出かけま

す。

休日の過ごし方・・・

好きなレゲエを聞いています。

最近、楽しいと思ったことは・・・

年末、大学の友人と兵庫県の浜坂に行ったこ

とです。みんなで一緒に入った露天風呂が気持

ち良かったです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

空気がとてもきれいな所ですが、コンビニが

あればもっといいと思います。

来月号は・・・

同級生の福井美樹さんです。

福井さんへメッセージを・・・

いつか、僕の頭も刈ってください。

１歳６カ月の
ころ、父と延命
寺に行ったとき
です。

YuichiShoda

165

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

金剛警備隊
１月に入り、寒さもだんだん厳しくなってきました。金

剛山の耐寒登山も本格化し、１月４日には冬山の警備など

を行っているボランティアグループ「金剛警備隊」（北浦

公生隊長以下16人）の冬山警備発足式が行われました。

発足式は、金剛山頂の同警備隊詰所前で行われその後、

そり付き担架、携帯無線機、スピーカーなどの資機材によ

る訓練、テストを行い、隊員は真剣に取り組くんでいまし

た。

同警備隊は、昭和35年

から、負傷者の救護、森

林火災の予防、登山道の

応急補修、迷子の保護な

どの活動をしています。

隊員は３月１日までの日

曜日と祝日に金剛山のパ

トロールなどを行います。



猿まわしのロケで大きい拍手

●毎日放送「中川家ん！」収録●

7

むらの話題
あ　れ　こ　れ

12月27日、げんき保育園で毎日放送「中川家ん！」
（１月13日深夜、放映分）の収録が行われました。
小吹台在住の「猿まわし修行中の永瀬みきさん」

を紹介するというもので、芸能タレントの「ほんこ
ん」さんほかスタッフが来村されました。
保育園では園児や地

域の人たちが収録を見
守るなか、浪速の猿ま
わし“みき＆すばる（オ
ス５歳）”が、ハードル
ジャンプや階段での輪
くぐりなど息のあった
演技を披露し、大きい
拍手を受けていました。

１月10日、
恒例の消防出
初め式が村民
運動場で開催
されました。
式典では、

優良消防団員
に表彰状が授
与されたほか、
村消防団員、富田林市消防署員による一斉放水がサ
イレンの音を合図に行われ、新春の青空に勢いよく
水のアーチを描きました。

水のアーチ
●消防出初め式●

１月12日、くすのきホールで、成人式が開催され
ました。
今年の新成人は男性44人、女性46人が大人の仲間

入りをしました。
式典では、道　豊和さんが誓いの言葉を、南和沙

さんがお礼の言葉を述べました。
アトラクションで、シープスジュニア合唱団が歌

でお祝いしたあと、記念撮影またロビーでは同窓会
のように再会を喜び、そして門出にふさわしくあち
こちに笑顔があふれていました。

祝 20歳の門出
●成人式●

南さん�南さん�

道　さん�

南さん�

道　さん�道　さん�
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生後12～15カ月が麻しん（はしか）の予防接種を受ける

望ましい時期とされています。７歳６カ月まで指定医療機

関において個別接種できますが、

１歳になったら、早めに接種し

ましょう。

〈問い合わせ〉健康課

乳幼児の集団予防接種（ツベルクリン反応検査・ＢＣＧ、

三種混合、ポリオ、日本脳炎）が、村の実施する日程では

接種困難な場合、河南町・太子町の保健センターにおいて

も受けることができます。

ただし、予約が必要ですので、村保健センターに必ず申

し込みしてください。

〈申し込み・問い合わせ〉健康課

ＳＡＲＳの流行があった場合、その地域から帰国し、10

日以内に38℃以上の急な発熱、咳などの自覚症状がある人

は保健所に電話などで相談したうえ、保健所の指示された

医療機関で受診してください。

そのとき、必ず事前に医療機関に電話などで連絡し、指

示に従って受診してください。

また不安を感じる人も、医療機関を訪れる前にまず、保

健所・医療機関などに電話してください。

感染症予防のため、帰宅したら手洗いやうがいを日ごろ

から心がけてください。

〈相談・問い合わせ〉

富田林府民健康プラザ　1@32681

午後８時から（日曜日は午後４時から）翌朝８時まで小

児救急を実施しています。消防署では、当番の病院を紹介

し、場合によっては救急車での搬送を行います。そのとき

は、住所、氏名、（できるだけ詳しく）症状をお伝えくだ

さい。

〈問い合わせ〉健康課

健康のページ�健康のページ�健康のページ�Healthy Life健康課　 1&20069

１歳になったら
麻しん予防接種を受けましょう

お子さんの急病は
消 防 署1 25 1122へ

重症急性呼吸器症候群
（ Ｓ Ａ Ｒ Ｓ ） に つ い て

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

２月９日b
生後

三種混合
３月３日d

３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持
参。

¡平熱が37℃以上の人
は接種前１週間分の
体温を記録して持参。

※予防接種手帳をよくお読みください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

な か よ し 広 場 ２月３日c 午前10時 ０歳～幼稚園

親と子の交流会 ２月17日c ～11時30分 入園前の乳幼児３月２日c と保護者

あかちゃん広場 ２月17日c
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ２月24日c ～正午 護など相談を希（電話・来庁） 望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ２月27日f １時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人

２月６日f

保健師による ３月５日f 午後 健康・育児・介

健 康 相 談 １時30分 護など相談を希
２月18日d ～３時30分 望する人

２月４日d
午前

一 般 健 康 相 談
18日d

９時30分
～10時30分

午前 電話で予約必要
血　液　検　査 ２月４日d ９時30分 です。（先着順）
［肝炎ウイルス検査］ 18日d ～10時30分 手数料は有料です。

エイズに関する 午前 予約不要。
相　　　　　　談 b～f ９時30分 電話相談も可。～午後５時

血　液　検　査 予約不要。

エイズウイルス
２月４日d 午後１時 手数料は無料で

抗　体　検　査
18日d ～２時30分 匿名での検査も

できます。

予約不要。
血　液　検　査 ２月４日d 午後１時 手数料が必要に
［梅毒血清反応検査］ 18日d ～２時30分 なる場合があり

ます。

予約不要。
血　液　検　査 ２月４日d 午後１時 手数料が必要に
［クラミジア抗体検査］ 18日d ～２時30分 なる場合があり

ます。

療　育　相　談 午前
２月20日f ９時30分 電話で予約必要。

～11時30分

２月２日b・３日c・

こころの健康相談 ４日d・10日c・ 電話で予約必要。
16日b・20日d・
24日fの午後

種　　　類 月　日 受　付 備　　考

富
田
林
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
　
1

@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

電話で予約必要
です。（先着順）
健康診断書発行
にかかる検査な
どは手数料が必
要となります。
詳しくは、問い
合わせを。

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

く
す
の
き

健
康
課
　
1
&2
０
０
６
９

［ ］

身体に障害のある
子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

河南町・太子町でも受けられます



催　　し

国境を越えて人と人とのつながりが
年々活発になっています。国際理解を
深めるため、気軽に参加ください。
○第１回

日時 ２月22日a

午前10時～11時30分
内容 ノアさんから見た日本

（日本語での講演）
○第２回

日時 ３月７日a

午前10時～11時30分
内容 ノアさんとお茶を楽しみませ

んか（簡単な英会話）
場所 くすのきホール２階会議室
費用 無料
講師 ノア・エンクルマ・アダサさん

（村立中学校英語指導助手）

〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

「心を育む自然と環境『生きる』と
いうこと」をテーマに基調講演とパネ
ルディスカッションが開催されます。
ふるって参加ください。
期間　３月７日a

午後１時～４時30分
場所　ＬＩＣはびきのホールＭ
基調講演　

「自然が私たちに教えてくれる」
講師　立松和平さん（作家）
定員　500人（先着順）
費用　無料
申し込み 電話、はがき・FAX（住
所・氏名・年齢・電話番号を明記）

〈申し込み・問い合わせ〉

〒583－8501羽曳野市学園前3－2－1

四天王寺国際仏教大学　
エクステンションセンター
1 0729%63345 FAX 0729%69960

民生委員・児童委員協議会と村ＰＴ
Ａ連絡協議会の共催で講演会を開催し
ます。気軽に参加ください。
日時　２月14日g 午後２時～
場所　くすのきホール
費用　無料
講師　西嶋嘉彦さん

（大阪府立修徳学院）
〈問い合わせ〉

¡社会福祉協議会　1&20294

¡教育委員会事務局指導課　1&21300

南河内地区小・中学校養護教育研究
会では、南河内地区の小・中学校の養
護学級と富田林・藤井寺養護学校の児
童・生徒の1000点を超える作品を一同
に集めた作品展を催します。
日時¡２月18日d、19日e

午前９時～午後８時
¡2月20日f

午前９時～午後３時
場所　すばるホール（富田林市）

３階展示室
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

障害者が「働く・働き続ける」こと
をテーマに、障害者の就業・雇用問題
をみんなで考えていくイベント「エ
ル・フェスタin南河内」を開催します。
同時に就職ミニガイダンス・職業相

談・生活相談や写真展なども開催しま
す。これから就職を目指す人はぜひ参
加ください。
日時　２月18日d

午前11時30分～午後５時
場所　すばるホール（富田林市）
〈問い合わせ〉南河内南障害者就業・生
活支援センター　1@06576

〈申し込み・問い合わせ〉

〒583－8501羽曳野市学園前3－2－1

四天王寺国際仏教大学　
エクステンションセンター
1 0729%63345 FAX 0729%69960

民生委員・児童委員協議会と村ＰＴ
Ａ連絡協議会の共催で講演会を開催し
ます。気軽に参加ください。
日時　２月14日g 午後２時～
場所　くすのきホール
費用　無料
講師　西嶋嘉彦さん

（大阪府立修徳学院）
〈問い合わせ〉

¡社会福祉協議会　1&20294

¡教育委員会事務局指導課　1&21300

南河内地区小・中学校養護教育研究
会では、南河内地区の小・中学校の養
護学級と富田林・藤井寺養護学校の児
童・生徒の1000点を超える作品を一同
に集めた作品展を催します。
日時¡２月18日d、19日e

午前９時～午後８時
¡2月20日f

午前９時～午後３時
場所　すばるホール（富田林市）

３階展示室
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

障害者が「働く・働き続ける」こと
をテーマに、障害者の就業・雇用問題
をみんなで考えていくイベント「エ
ル・フェスタin南河内」を開催します。
同時に就職ミニガイダンス・職業相

談・生活相談や写真展なども開催しま
す。これから就職を目指す人はぜひ参
加ください。
日時　２月18日d

午前11時30分～午後５時
場所　すばるホール（富田林市）
〈問い合わせ〉南河内南障害者就業・生
活支援センター　1@06576

受　　付

組合では、平成16年度・17年度の、
建設工事や測量・建設コンサルタント
などの業務への入札参加願いを受け付
けます。
受付期間

２月９日b～25日d

午前９時30分～11時30分
午後１時～４時
（土曜、日曜、祭日を除く）
受付場所

南河内清掃施設組合第１清掃工場
提出書類

提出要領に基づき作成
資格有効期限

４月１日～平成18年３月31日
〈問い合わせ〉

南河内清掃施設組合企画調整課（富
田林市甘南備2345）
1#36586

国民年金

国民年金や厚生年金保険などの「老
齢」を支給事由とする年金（老齢基礎
年金・老齢厚生年金・老齢年金・通算
老齢年金など）を受けている人に「平
成15年分公的年金等の源泉徴収票」が、
１月末までに社会保険業務センターか
ら受給者に送付されます。
源泉徴収票には平成15年中に受けら

れた年金額、源泉徴収された所得税額、
介護保険料額などが記載されていま
す。
税金の申告をするときは、添付書類
の１つとして必要です。届かない場合
や２枚以上必要な人は、管轄の社会保
険事務所で再交付の申請をしてくださ
い。
申請するときは、年金証書と印鑑を
持参ください。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所年金給付課
106（6772）7531

9

2月号のお知らせ

国際交流の集い

四天王寺国際仏教大学
公開シンポジウム

子育て講演会

なかよし作品展

エル・フェスタin南河内

南河内清掃施設組合
入札参加願い

源泉徴収票が送付
されます
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募　　集

村教育委員会では、こごせ幼稚園非
常勤講師を次のとおり募集します。
職種　講師（預り保育講師）
資格 幼稚園教諭免許
勤務時間

¡月、火、木、金曜日
午後１時～５時30分

¡水曜日
午前11時30分～午後５時30分
（幼稚園休業日を除く）

賃金　１時間1,020円
勤務を希望する人は、印鑑持参の上、
役場秘書課へ履歴書（教員免許の写し
添付）１通を提出し、アルバイト登録
をしてください。
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局管理課　1&21300

高齢の人たちが新しい知識や教育を
身につけ、地域社会でリーダーとして
活躍するなど、自らの生きがいづくりを
図るため、老人大学講座を開催します。
受付　２月２日b～３月５日f

内容 午前：一般教養（全員共通）
午後：専門科目（選択）

対象　府内に在住する満60歳以上の人
開講期間　５月～翌年3月（週１回）
開講場所　

¡北部講座　府立老人総合センター
¡南部講座　府立障害者交流促進セン

ター
¡東部講座　府立中央図書館
費用　年額　18,000円

申し込み方法

申し込み用紙は開講場所および
役場福祉課などで配布します。

〈申し込み・問い合わせ〉

¡北部・東部講座（府立老人総合セン
ター事業推進班）106（6876）0034

¡南部講座（府立障害者交流促進セン
ター）1072（296）6311

生花をオアシスに挿しますので、簡
単にアレンジできます。
日時　２月26日e

¡Aコース　午前10時40分～正午
¡Bコース　午後１時40分～３時
場所　くすのきホール会議室
対象　村内在住・在勤者
定員　各コース16人（先着順）
講師　田辺加代さん
費用　材料代1,500円
持ち物 はさみ、新聞紙、ごみ袋
受付 2月４日cから
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

村テニス連盟では、初心者・中級者
を対象に第35回講習会を開催します。
日時　３月14日a～毎週日曜日

午後１時～（全６回）
場所　村立テニスコート
費用　4,000円
定員　20人（先着順）
受付　３月５日fまで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

日時　３月21日a

午前10時から２時間程度
場所　トレーニングルーム（２階）
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　３月19日fの午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

将来の自衛隊を担う幹部自衛官を養
成するコースです。
応募資格

日本国籍を有する20歳以上26歳未満
（22歳未満は大卒見込み含む）
受付　４月初旬～５月初旬
試験日　５月下旬（１次）、６月下旬（２次）
合格発表　１次　６月中旬

最終　９月上旬
身分・待遇・その他

身分は特別職国家公務員
昇給年１回、諸手当有り、完全週休
２日制、年次休暇（年24日）など
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付　B～F（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療　C・F 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

幼稚園非常勤講師

大阪府老人大学講座
受講者

くすのきホール女性講座
「おひなさまの花」

テニス初・中級者講習会
受講者

トレーニング講習会
受講者

防衛庁自衛官
幹部候補生（一般・技術）
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福　　祉

10月から1月分の児童手当（就学前
特例給付、特例給付を含む）を2月10

日に振り込みます。受給している人は
口座への入金を確認してください。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降は１人につき 10,000円
住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金
などに加入している場合、退職や転職
をすると受給資格がなくなることがあ
り、後日返還金が生じる場合がありま
す。このような場合は、引き続き受給
できるか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉福祉課

児童扶養手当

母子家庭や父が重度の障害の状態に
ある児童が監護される家庭の生活の安
定、自立の促進と児童の健全な育成を
図ることを目的として支給されます。
手当を受けることができる人

次のいずれかに当てはまる18歳まで
の子どもを育てている母、または母に
代わって子どもを育てている人
①父母が離婚した
②父が死亡した
③父が政令で定める重い障害がある
④父の生死が明らかでない
⑤父が引き続き１年以上遺棄している
⑥父が法令によって1年以上拘禁され
ている

⑦母が婚姻によらないで出産した
（18歳に到達する日以後、最初の3月
31日まで手当を受けることができ
ます。また、一定の障害のある場
合は20歳未満の間、受けることが
できます。）
ただし、次のいずれかに当てはまる

ときは受けられません。

①母・養育者・子どもが日本国内に住
所がない
②母・養育者が公的年金や遺族年金を
受けることができる（老齢福祉年金
は除く）
③子どもが、父または母の死亡によっ
て支給される公的年金や遺族補償を
受けることができる
④子どもが、父に支給される公的年金
の額の加算対象になっている
⑤子どもが、里親に委託されている
⑥子どもが、母子生活支援施設・保育
所・通園施設以外の児童福祉施設に
入所している
⑦手当の支給要件に当てはまるように
なった日から起算して、5年を経過
している
手当額（月額）

全部支給　42,000円
一部支給　41,990円～9,910円

（児童が2人の場合5,000円加算、以下
児童が1人増すごとに3,000円加算）
※児童扶養手当には所得制限があり、
所得が一定額以上あるときは、手当
の一部または全部の支給が停止され
ます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。
特別児童扶養手当

障害児を育てている家庭を援護し、
子どもの福祉の増進を目的として支給
されます。

手当を受けることができる人

20歳未満の、精神または身体に一定
の障害のある子どもを育てている父か
母、または父母に代わって子どもを育
てている人
ただし、次のいずれかに当てはまる
ときは受けられません。
①父・母・養育者または子どもの住所
が日本国内にない
②子どもが、母子生活支援施設・保育
所・通園施設以外の児童福祉施設に
入所している
③子どもが、障害を支給事由とする公
的年金を受けることができる
手当額（月額）

障害の程度が定められた基準の１級
に相当する場合 51,100円
２級に相当する場合 34,030円
※特別児童扶養手当には所得制限があ
り、所得が一定額以上あるときは、
手当の全部の支給が停止されます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。

〈問い合わせ〉福祉課

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　２月13日f、20日f

前10時～正午（要予約）
場所　くすのきホール　視聴覚室
費用　無料
相談員 佐藤むつ子さん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

月号のお知らせ

先
月
号
に
「
第
２
次
財
政
健
全
化

方
策
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
使
用

料
・
手
数
料
の
値
上
げ
や
補
助
金
の

削
減
な
ど
影
響
す
る
部
分
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
村
が
倒
産
し
な
い
た
め

の
非
常
手
段
で
あ
り
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
12
日
に
く
す
の
き
ホ
ー
ル
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

80
人
が
出
席
し
、
大
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
成
人
の
み

な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
数
年
前
？
の

自
分
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
の
こ
ろ

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
に
戻
っ
て

が
ん
ば
ら
な
く
て
は
…

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
も

不
足
し
て
い
る
よ
う
で
、
予
防
に
は

〝
う
が
い
・
手
洗
い
〞
が
大
事
な
よ

う
で
す
。「
た
か
が
、
う
が
い
。
さ

れ
ど
、
う
が
い
」
で
す
。
み
な
さ
ん

も
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

編
集
室
か
ら

○な

2
児童手当

児童扶養手当と特別
児童扶養手当

教育相談

架
空
の
請
求
書
が
届
い
た
場
合
は
、
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
農
林
商
工
課

ご
注
意
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「わがやのホープ」
は５歳までの乳幼
児、「夢かなうとい
いな」は小学生の
皆さんを募集して
います。あて先は
みんなのひろばと
同じです。

村立中学校英語指導助手（ノアさん）による
講演会が開催されます。気軽に参加ください。
（詳しくは９ページをご覧ください。）
日時　２月22日A、３月７日A

午前10時～11時30分
場所　くすのきホール

国際交流のつどい

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明　氏〉�

わわわわががががややややののののホホホホーーーーププププ

ヤドリギ（ヤドリギ科）

「寄生木」と書きます。ケヤキ、ブナ、エノキなどの落葉樹に寄生し、宿主の幹にくい
込んだ寄生根から養分、水分を吸い取り、巨大なマリモのように丸く茂ります。自身は
常緑なので落葉樹の葉が落ちている秋から冬にかけてよく目立ちます。高さ40～60cm。

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

２月５日e・19日e
３月４日e

２月５日e・３月４日e

２月19日e

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

空き缶・空きびん

プラスチック製
容　　　　 器

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪、
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月３日c・
６日f・10日c・
13日f・17日c・
20日f・24日c・
27日f
３月２日c・
５日f

２月25日d

２月26日e

２月14日g予定

２月26日e予定

２月27日f予定

２月19日e

２月４日d
３月３日d

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,822人（－７）

男　　3,259人（－３）

女　　3,563人（－４）

世帯数　2,232戸（－３）

12月末日現在、（ ）は対前月比

水分

どのしろ がくとくん
（道 城　 岳 冬）

平成14年１月17日生まれ

おじいちゃんの宝
家族みんなの宝
すくすく大きくなあれ！

祖母・八千代さん
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